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この度，筑波大学脳神経外科学
教授の松村明先生の総監訳による
本書を拝読する機会を得て，目か
ら鱗が 4，5 枚落ちた。本書は，
正に本邦脳神経外傷治療の欠落
点，即ち外傷性脳損傷（TBI）後の
メンタルヘルス・リハビリテー
ションの問題を長年にわたり悩み
抜いた訳者の方々が，米国のアル
シニェガスを中心とした編者らに
よる治療マニュアルを紹介するこ
とによって，欠落点を埋め直す取
り組みと理解された。その内容が
TBIの急性期病態や治療の項目が
ごく僅かである事に驚かれる読者
も居られよう。しかし，編者が大
部を割いて記している，TBI慢性
期の認知・感情・行動・感覚・運
動障害の疫学，評価，治療こそが
本邦においては，これまで等閑に
されていた欠落点であった。更
に，それらによって二次的に引き
起こされる精神的・社会心理的な
メンタルヘルスの悪化は，言わず
もがなであろう。
TBIに立ち向かう救急医や脳神
経外科医は，急性期治療を 100％
行えば，患者を外来で自分たちが
診る必要は無いと考えているだろ
うが，患者や家族にとっては急性

期病院を退院したその日から，長
い長い慢性期の治療が始まること
を思い起こす必要がある。読者も
脳神経外科医や救急医等の急性期
の医師ばかりでは無く，リハビリ
テーション・精神科等慢性期治療
に携わる医師，及び看護師，理学
療法士，作業療法士，言語聴覚士，
臨床心理士，心理学者等の多職種
を対象としており，大変わかりや
すく記載されている。そのため
に，世界中で新たな公衆衛生学上
の大問題としてクロースアップさ
れている TBI 慢性期治療に携わ
る本邦の医療従事者にとっても，
大きな福音となるだろう。
我々が銘記すべき事は……

⽛TBI は常に眼前にあり，時の流
れで姿を変ることはあっても，消
滅することはない⽜ことであり，
先進国，超高齢国としての我が国
の TBIの変化を認識し，きちんと
対策を実践することが重要課題と
考える。実際に日本脳神経外傷学
会の日本頭部外傷データバンク
（Japan Neurotrauma Data Bank［JNTDB］）

からは，直近 30 年間における
1）高齢化，2）GCS3-8の重症例の
有意な減少，3）びまん性損傷の減
少と占拠性病変の有意な増加，

4）交通事故の減少と転倒・転落事
故の有意な増加が既に報告されて
いる。またそれを補完する全国横
断的な OneWeek Studyでは，軽症
（GCS14～15）：77％（525名），中等
症（GCS9～13）：9％（61名）が大部
分を占めており，軽症例の半数に
多彩な脳振盪後症候群を呈するこ
とも指摘されている。本書でも高
齢者，スポーツ TBIと脳振盪，脳
振盪後症候群が詳述されている。
最後に司法医学の章が設けられて
いるが，米国の状況に即して述べ
られているので本邦の状況とは異
なる。しかし，法曹の在り様が激
変している我が国で，その未来を
考慮すれば大変興味があり参考と
なるだろう。
本書が，皆様の明日からの臨床
にお役に立つことは間違いない。

Covid-19が全世界を蹂躙して
いる 2020年 3月 22日記す。
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診断と治療・評価・後遺症の管理
現場で役立つ臨床マニュアル 
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